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Ⅰ．はじめに

　本稿では，（１）「いじり」という俗語は，いつ頃，
どのように定着したのか，（２）「いじり」と称した

「いじめ」はいつ頃から社会問題として捉えられるよ
うになったのか，の２点について，新聞記事の内容分
析をもとに考察を行う。
　小学校における児童1,000人あたりに占めるいじ
めの認知件数は17.8件（2013年度），18.6件（2014年
度），23.2件（2015年度），36.5件（2016年度），49.1件

（2017年度）であり，その数は増加傾向にある（文部
科学省，2018）。また，国立教育政策研究所（2016）
が2013年から2015年にかけて行った調査では，小学
校４年生から６年生までの各年で，いじめの一形態
である「からかう・悪口」の被害経験が週に１度以
上あると回答した児童は40％を超え，加害経験が週
に１度以上あると回答した男児は30.9-34.8％，女児は
17.8％-22.2％であった。過去５年間でいじめの認知件
数が上昇した要因として，学校が，けんかやふざけあ
いといった行為もいじめだと，積極的に捉えるように
なったことが挙げられるだろう。ただし，文部科学省
の通知（注１にもあるように，いじめは「どの子どもに
も，どの学校でも起こり得るもの」である。

　過去の新聞報道でも，学校では「いじり」と称し
た「いじめ」が発生している（朝日新聞，2012）。本
稿での「いじり」とは，他者をからかうというコミュ
ニケーションの一形態を指す。大学生を対象とした調
査では，「いじり」が「からかい」や「いじめ」とは
異なる特徴を持つ行動であり，他の２行動に比べて，
仲の良い人間関係の中で，好意を持って行われるもの
であると捉えられていた（望月・澤海・瀧澤・吉澤，
2017）。しかし，瀧澤・望月・澤海・吉澤（2014）は，

「いじる側が使用した表現が過激すぎた場合は，適切
でない『いじり』として評価されるのであろう。その
後，その場にいる人物が楽しさや不快さを感じ，場合
によってはいじりではなく『いじめ』であるとされる
こともある」と述べている。
　そもそも，「いじり」という言葉が人をからかう意
味で用いられるようになったきっかけは何であろう
か。また，「いじり」と称した「いじめ」は，いつ頃
から社会問題となったのだろうか。
　2001年に刊行された『三省堂国語辞典（第五版）』
において，「いじり」の動詞形である「いじる（弄
る）」の意味は，「（１）（指で）むやみに，さわる。

（２）楽しみで，何かを手にする。あつかう。（３）
（しなくてもいいのに）さわって（動かして）みる。」
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であった（注２。つまり，物質や集団，制度などを触っ
たり変化させたりするという意味であり，他者をから
かうという意味は含まれていない。しかし，2008年に
刊行された『三省堂国語辞典（第六版）』では，前述

（第五版）の（１）と（２）の他に，「（３）（しなくて
もいいのに）一部に手を加える。」とあり，さらに俗
語として「（４）かまって，からかう。」という記述
が追加されている（注３。さらに，『現代用語の基礎知
識2006』の「若者言葉」の項では，「いじられキャラ」
として，「からかいの対象となる人。遊ばれる人。（堀
内・山西，2006　p.1239）」と書かれている。つまり，
他者をからかって遊ぶという意味での「いじり」は，
2000年の初頭から半ばにかけて社会的に認知されたと
推測できる。
　また，言葉の定着にはテレビ番組の影響が大きかっ
たようである。原（2001）によると，当時の変化とし
て，視聴者（素人）が主役として重要な役割を担って
いるバラエティ番組が増加し，タレント（特に若手の
お笑い系やアイドル）は一般の視聴者とごく近い目線
で，出演する素人に接するようになった。さらに，素
人による小さなありきたりの偶然が織りなす，ちょっ
とした展開（気軽な物語性）は時代の気分にマッチし
たものであり，その物語性を保障するのが，プロによ
る上手な「演出やいじり」であった（兼高，2001）。
　一方，2006年の文学作品には「いじめ」と「いじ
り」を扱ったものが見られる（注４。本稿の執筆にあ
たって入手できた論文のうち，最も早く「いじめ」と

「いじり」の関連に言及したのは，土井（2007）で
あった。彼は，いじめが本来有する人間関係の軋轢が
顕在化することを回避するための手段として，生徒児
童が「いじり」と呼ぶような軽薄な人間関係を演出し
ていると述べている。その後，様々な論文の中で「い
じり」と「いじめ」の関連が扱われてきた（e.g. 相
原，2017；木村，2017）。
　以上，各文献からおおよその経緯を推測することは
できる。ただし，それぞれの文献を元にした考察で

は，「いじり」の使われ方や社会的イメージの変遷に
ついて，時系列で捉えることが難しい。そこで，本稿
では新聞記事データベースの内容分析を試みる。
　マスメディアは，社会の情勢ついて，より多くの人
に求められるような情報を伝えるべく，努力してい
る。樋口（2011）では，抽象的ないしは難解な主題を
除いて，新聞報道と社会意識との類似性や相関関係が
確認できた。ある言葉が使われるようになってから，
新聞記事として掲載されるまでには数か月から数年の
差が生じることもあるだろう。しかし，新聞記事の内
容について時代を追って分析することで，当時の社会
意識を把握でき，「いじり」の研究に対して貴重な知
見が得られると考えた。

Ⅱ．方法

２－１．分析対象

　1984年１月１日から2015年12月31日までの『朝日新
聞』朝・夕刊に掲載された全記事のうち，見出しもし
くは本文に「いじり」という語が含まれているものを
分析対象とした。記事の抽出には新聞記事データベー
スである「聞蔵Ⅱビジュアルfor Libraries（以下，聞
蔵Ⅱと表記する）」を利用した。本稿では，全国版に
加え，聞蔵Ⅱに収録されている地方版の記事も含めて
検索を行った。聞蔵Ⅱでは，1984年以降の記事が全文
検索の対象であるため，それ以前のものについては分
析対象としなかった。

２－２．手続き

　記事の抽出は，2019年の９月から11月に行われた。
　予備抽出　一つの記事に対して，対象となっている
事物のカテゴリーを分類した。カテゴリー名と各カテ
ゴリーに含まれる語の例をTable １に示す。
　本抽出　予備抽出で「人」カテゴリーに分類され
た記事を，カテゴリー１（C1：他者に手を加えて作
り変える），カテゴリー２（C2：表現のプロ（芸人や

Table�１　予備抽出で用いたカテゴリーと各カテゴリーに含まれる語の例
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漫画家など）が行う「いじり」），カテゴリー３（C3：
素人が行う「いじり」），カテゴリー４（C4：その他，
上記に該当しないもの，不明なもの）の４つに分類し
た。

３．結果と考察

３－１．予備抽出

　総記事検索数は2,268件であった。このうち，人名
や地名，あるいは文章の一部であったもの（e.g.,「10
年くらいじり貧かも。」）を除いた2,228件を対象とし
て，各カテゴリーの出現記事数の経年変化（記事単
位）を確認した（Figure １）。
　分析対象となった2,228件の記事が最も多く分類さ
れたカテゴリーは，自然（全記事数の53.78%）であっ

た。続いて，機械（20.65%），組織・制度（9.87%），
人（4.04%），容姿（1.89%），数字（1.26%），その他

（8.53）であった。

３－２．本抽出

　予備抽出の対象となった2,228件のうち，「人」カテ
ゴリーに分類された記事は90件あった。年ごとの記事
数を表したものがFigure ２であり，各記事の掲載年
月日，掲載頁，見出しおよびカテゴリー（C1～C4）を
示したものがAppendix １である。
　1984年－1990年　この時期に掲載された２件は，
いずれも子どもが対象となっていた（e.g., 1989年８月
２日，朝刊）。本文から，大人が子どもに手を加えて
変えようとする（C1）という意味で使われていると
読み取れる。

Figure�１　各カテゴリーの出現記事数の経年変化（予備抽出）

Figure�２　「人」カテゴリーの出現記事数の経年変化
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　1991年－1995年　この時期に掲載された６件のう
ち，脳死や尊厳死に関わるものが３件あった（e.g., 
1992年３月28日，夕刊）。人の体に手を加える（C1）
という意味で用いられていると解釈できる。また，ア
イドルが対象となっているものが１件（1991年10月
９日，朝刊），こどもが対象となっている記事が１件

（1995年１月31日，朝刊）あったが，いずれも，C1に
該当すると考えられる。
　C2に分類された１件は，「客いじり」に関するもの
であった。語の直後に補足がなされていることから，
当時は誰もが知っている語ではなかったと推測でき
る。また本文から，当時の「客いじり」は否定的に捉
えられていた様子がうかがえる（1993年４月17日，夕
刊）。
　1980年代から1995年までの新聞記事を概観すると，
多くが，『三省堂国語辞典（第六版）』の３（一部に手
を加える）に該当するような意味で用いられていた。
さらに，手を加えて変化をさせるという意味で，ネガ
ティブなイメージを伴っていた。また，「客いじり」
についても，劇場という限られた空間での使用に留
まっており，一般には認知されていないことが読み取
れる。
　1996－2000年　９件の記事が掲載されていた。こ
のうち，赤ちゃんを対象としたもの（1996年６月16
日，朝刊）と，野球選手を対象としたもの（1997年７
月22日，夕刊）は，これまでにも見られたような，他
者に手を加える（C1）意味での使用であった。
　C2に分類される記事は６件あり，同時期のC1より
も記事数が多かった。1996年の記事中に「素人（しろ
うと）いじり」という言葉が初めて確認できた（1996
年２月３日，夕刊）。また，2000年には３件の記事に

「素人いじり」という言葉が含まれていた（e.g., 2000
年４月25日，夕刊）。
　1990年代後半から，バラエティ番組で「素人いじ
り」を扱ったものが出始めていたことがうかがえる。
そして，2000年頃には，素人をいじる番組が次々と放
送されるようになり，人をからかって困らせるという
意味での「いじり」が社会に広く知られるようになっ
たのだろう。
　2001－2005年　15件のうち，５件は野球の投球
フォーム等のスポーツに関連したものであり（e.g., 
2003年７月13日，朝刊），１件はアイドルを対象とし
たものであった（2003年５月30日，朝刊）。いずれも
C1に該当すると考えられる。
　一方，C2に分類されたものは８件であった。最も

多かったのが，舞台やテレビ番組での，芸能人（役
者，芸人など）による客や素人への「いじり」に言及
したもので，４件あった。さらに，芸人による芸人へ
の「いじり」が２件あった（e.g., 2001年８月28日，夕
刊）。また，漫画家が読者やスポーツ選手を面白おか
しく表現するという意味で用いられている記事もあっ
た（e.g., 2004年７月４日，朝刊）。取り上げられてい
るものは，いずれも表現のプロ（役者，芸能人，漫画
家）から，他のプロもしくは素人（客）への「いじ
り」であり，C3に分類された記事はなかった。
　2006年－2010年　20件の記事が該当した。2006年
に，C3（日常生活での，いわゆる，素人から素人へ
の「いじり」）に該当する最初の記事が確認できた

（2006年２月20日，夕刊）。さらに，2007年には，「い
じり」と称した「いじめ」に関わる記事が初めて掲載
された（2007年12月26日，朝刊）。2010年には，いじ
られキャラを脱したいという読者の声が紹介されてい
た（2010年12月13日，夕刊）。
　その一方で，チームやその場を和ませるといった，
明るい雰囲気づくりのための手段として，「いじり」
が語られているものもあった（2009年１月３日，朝
刊）。「いじり」にまつわるポジティブなイメージとネ
ガティブなイメージが混在している様子がうかがえ
た。
　2011年－2015年　この期間に掲載された記事の数
は39件であり，１年あたりの記事数も2010年までと比
べて増加していた。このうち，C2に分類されたのが
13件であった。「客いじり」に言及したものが３件，

「素人いじり」を扱ったものが５件，プロからプロへ
の「いじり」を扱ったものが５件であった。
　「いじり」といじめを関連づけた記事は15件であり，

「いじり」の結果として傷ついた体験が扱われている
記事は３件であった。３件のうち，２件はC3に分類
されたが，C2に分類された記事でも，「いじり」に関
する傷つきに言及したものが１件あった（2015年３月
18日，朝刊）。
　集団（チーム）を盛り上げ，場を和ませるというイ
メージで「いじり」が用いられていた記事は５件で
あった（e.g., 2014年３月13日，朝刊）。
　まとめ　本稿で用いた区分をもとに，内容を整理し
図示したものがFigure ３である。1980年代から1990
年代半ばにかけて，「いじり」という言葉は，主に人
を含めた対象（他の物や者）に手を加えるという意味
で用いられてきた。人をからかったりする「いじり」
は「客いじり」として，劇場等の限られた空間，限ら
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れた関係性（芸人から客へ）の中で行われていたもの
を指していたと推測される。
　1990年代半ばには，「客いじり」は「素人いじり」
と名を変えて，テレビのバラエティ番組という空間
で，芸人から視聴者（素人）になされる行為を指すよ
うになっていった。これは，社会のニーズに合う新し
い表現として，若者を中心に受け入れられた。その結
果，「『いじり』は面白おかしく，その場を盛り上げる
行為」というポジティブなイメージが形成されたのだ
ろう。その後，2000年ごろにはバラエティ番組の芸人
に限らず，情報の送り手（漫画家）が受け手（読者）
の行動や様子を取り上げ，面白おかしくからかうとい
うコミュニケーション形態が一般化していった。記事
中，「素人いじり」ではなく「読者いじり」という名
称が用いられていた。つまり，「○○いじり」に対象
となる人を表す名称を入れることで，「その人をから
かう」という意味を表すのが定着していたのだろう。
　ただし，同時期には日常生活での「いじり」に潜む
いじめの危険性についても報じられるようになってい
た。さらに，2010年代になると，「いじり」といじめ
を関連づけた報道が増えていく。それまでは，場を盛
り上げる，良いコミュニケーションとしての「いじ
り」に焦点が当てられていたが，「いじり」の否定的
な側面が注目されるようになった。
　以上，各記事のカテゴリー分類は筆者１名によって
行われており，その妥当性については不十分な点もあ

る。しかし，本稿での新聞記事の内容分析から，（１）
「いじり」という俗語は，1990年代半ばから2000年代
半ばにかけて，TV番組の「素人いじり」の増加に伴
い認知され，（２）「いじり」と称した「いじめ」は
2000年代から知られるようになっていったが，2010年
前後に社会問題として捉えられるようになっていた，
という２点を改めて示すことができた。

謝辞

　本稿のアイディアは，望月正哉先生（日本大学），
澤海崇文先生（流通経済大学），瀧澤純先生（ノース
アジア大学）とのディスカッションの中で生まれまし
た。多くの貴重な示唆をいただきましたことと，単著
として発表することを快諾していただきましたことを
記して御礼申し上げます。

引用文献

相原孝之 （2017）．「いじり」が「いじめ」になる瞬間  
月刊学校教育相談，31，27-29.

朝日新聞 （2012）．川西いじめ「いじり」「ノリでやっ
た」　同級生聞き取り文書開示（2012年10月17日）
朝刊（地方・神戸） 29面.

原由美子 （2001）．バラエティ番組を席巻する「素人」
パワー　ぎゃらく，379，24-27.

樋口耕一 （2011）．現代における全国紙の内容分析の
有効性―社会意識の探索はどこまで可能か―　行動

Figure�３　本抽出の分析結果（まとめ）

201201



計量学，38，１-12.
堀 内 克 明・ 山 西 治 男 （2006）． 若 者 こ と ば の 解 説 

現代用語の基礎知識2006　自由国民社，pp.1237-
1242.

兼高聖雄 （2001）．「素人いじり」を楽しむ視聴者心 
理　ぎゃらく，379，32-35.

木村雅史 （2017）．「いじめ」と「いじり」をめぐるド
ラマツルギー：「状況の定義」と自己呈示の関連性に
着目して　社会学年報，46，33-43.

国立教育政策研究所 （2016）．いじめ追跡調査2013-
2015　文部科学省，p.８.

　（https://www.nier.go.jp/shido/centerhp/2806sien/
tsuiseki2013-2015_3.pdf，2019年11月13日閲覧）

望月正哉・澤海崇文・瀧澤純・吉澤英里 （2017）．「か
らかい」や「いじめ」と比較した「いじり」の特 
徴　対人社会心理学研究，17，７-13.

文部科学省 （2018）．平成29年度児童生徒の問題行
動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果
について.

　（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/ 
10/__icsFiles/afieldfile/2018/10/25/1410392_1.pdf，
2019年11月13日閲覧）

瀧澤純・望月正哉・澤海崇文・吉澤英里 （2014）．い
じりコミュニケーションを構成するフローについて
の質的検討と場を構成する人数，関係性についての
量的検討　第33回社会言語科学会研究大会発表論文
集，64-67.

土井隆義 （2007）．「優しい関係」に窒息する子ども
たち―自分らしさの時代のいじめ問題 世界，760，
67-74.

注

１） 平成18年10月19日　18文科初第711号　文部科学
省初等中等教育局長通知

　　 （http://www.mext.go.jp/component/a_menu/ 
educa t i on/de ta i l /__ i c sF i l e s/a f i e ld f i l e / 
2018/05/30/1405632_002.pdf，2019年11月13日 閲
覧）

２） 見坊豪紀・柴田武・金田一京助・市川孝・金田
一春彦・飛田良文（編）『三省堂国語辞典（第五
版）』三省堂，p.58　2001年.

３） 見坊豪紀・金田一京助・金田一春彦・柴田武・
市川孝・飛田良文（編）『三省堂国語辞典（第六
版）』三省堂，p.65　2008年.

４） 木堂椎（著）『りはめより100倍恐ろしい』角川書

店　2006年.

202202



Appendix�１-１　本抽出における分析対象の記事リスト（朝日新聞　1988年～2010年）
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Appendix�１-２　本抽出における分析対象の記事リスト（朝日新聞　2011年～2015年）
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